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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

研究課題

社会学（地域社会学、政治社会学）

　10年余にわたって地方分権の担い手形成という課題を追究してきた既発表の論文（単著・共著
の十数編）を編纂した『（仮題）地方分権型社会における地域社会の担い手たち』（ナカニシヤ
出版）の2010年度刊行に向けた研究活動を、昨年度に引き続き継続した。具体的には、共同研究
者と研究会を組織して、既発表諸論文の統合化改訂作業、大阪府Tを対象に自治体職員・地方議
員・住民の諸アクターのキャリアと主体形成に関する第二次的補充調査を行った。

　今年度も、専門科目（講義）における履修生の授業参加と講義内容への関心を喚起するため
に、毎時間の終了時に、応答カードに授業内容のなかの１つの論点に関する学生の理解・意見を
記述させ、次週の授業時にその概評と「触発的・創造的・範型的」な意見・考えを紹介し、質問
に応答するというインタラクティブな方法を採って、授業の内容水準、講義技術を反省し改善を
試みる指針にした。
 
 
 

現代社会学科主任（2009年４月～2010年３月）

日本禁煙科学会理事（2006年5月～2009年９月）。奈良市地域学校連携推進委員会会長（2009年
４月～2010年３月）。
　奈良大学社会学部現代社会学科市民公開講座講師（奈良市、2009年７月）。奈良県教職員のた
めの夏の公開講座講師（奈良県、2009年８月）。奈良市学校支援地域本部事業成果発表会講演
（奈良市、2010年１月）。

1974年３月京都大学大学院文学研究科社会学専攻博士課程単位取得満期退学

文学修士

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

平　成　２１　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、関西社会学会、日本都市社会学会、コミュニティ政策学会

日本禁煙科学会（～2009年９月退会）

１．上級官僚の役割行動とその変容を通した戦後日本官僚制の歴史的役割の検
証評価　２．分権型社会の創造に向けた近隣自治システムの構築
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　大阪府Ａ市職員を対象に質
問紙調査を実施し、地方自治
の主要なアクターである自治
体職員の、職員・議員・住民
の職務・活動に対する認識と
その変容の様態を追究した。
調査データを分析した結果、
次の諸知見を得た。①職員の
専門知識に基づいた新たな政
策課題を解決する必要性はま
すます増大するが、現状は前
例踏襲傾向にあり政策立案能
力は十分ではない。②住民
は、異議申し立てや行政の監
視に積極的であるが、自治体
と問題解決への協働志向に欠
ける。③議員の地域代表活動
はますます強まるが、諸集団
や特定クライアントの利益代
表活動性は減退する。現状
は、前者より後者に比重の高
い議員が多い。


